
学報2016/9月号

Vol.108
2016年（平成28年）9月29日発行

CONTENTS
＜商大トピック＞
　●さいさいきて屋講演会　●JFN学生ラジオCMコンテスト入賞　
　●和気町と包括協定を締結　●二松學舎大学と連携し著書の出版
＜情報アラカルト＞
　●第51回商大祭　●Web出願開始、2017年度入試日程
　●慶應MCC夕学講座2016年後期

　キャンパスのリニューアルに当たっては、ただ建物を改築するというものではなく、庭園、通
路、広場、植栽、サイン、人の導線も含め、夢のある快適なキャンパス空間を生み出すという
コンセプトで、神戸の著名な「いるか設計集団」に設計を依頼しました。その結果、パステル
カラーの明るいイメージのキャンパスに一新することができました。
　もちろん、懸案となっていた学生達の交流スペース、トイレの整備、喫煙対策なども整備
できました。
　特に、大きく変わったのは、4号館跡地と噴水ひろば、2号館、6・7号館の一体的な整備で、広場は、学園祭、音楽イ
ベントなど多目的に利用できるようにし、インターナショナル・カフェも併設しました。

　また、広場「５０周年スクエア」には、記念モニュメントとして建設した、
未来志向のフォリー（東屋）が、次なる５０年に向けて存在感を示していま
す。

～開学50周年記念事業～

キャンパスのリニューアル



（株）倉敷ケーブルテレビ代表取締役社長・坂本
万明氏、（株）丸五代表取締役社長・藤木茂彦氏、
岡山エフエム放送株式会社代表取締役社長・石
井正人氏に、2回ずつ講義をして頂く予定になっ
ています。� （経営学部 准教授 渡邉憲二）

Topic 4
■　真鍋島小学校・中学校・
 　公民館合同運動会 2016.5.28
　真鍋島中学校長、
真鍋島公民館長か
ら、中学生1名、小
学生8名の運動会
を盛り上げたいと
本学へ参加協力の
ご依頼を頂き、本
学学生8名だけで
なく、呼びかけに賛同した岡山県立笠岡商業高
等学校の生徒や、徳島県神山町のフィールドスタ
ディ協力会社、株式会社リレイションの方々と共
に、5月28日（土）真鍋島小学校・中学校・公民館
合同運動会へ参加する機会をいただきました。
　真鍋島小中学校の生徒たちや、地域のお年寄
りからご父兄、教職員の方々と共に、プログラム
のお手伝いや片づけ、出場と久しぶりの運動会を
楽しませていただきました。
　また、午後にはふれあいパークへ向かう遊歩道
整備のお手伝いをいたしました。土嚢を作り、遊歩
道まで一輪車で運び、道が崩れている部分を整え
るという作業は、一人ではできません。島の方々
が協力し合い、周りの環境を整えているということ
を、実際に体感して学ぶという大変有意義な経験
をさせていただきました。�（産学官連携センター）

Topic 5
　 小学生へ金融経済教育を
　岡山、総社市内で開催

2016.6.5，2016.8.8
　金融経済教育の
啓蒙と学生の実践
教育として2009
年から県内外で開
催している「キッズ
マネー教室」も本
年で計２５回、児童・
保護の参加が延
１，０００名を超える
学外行事に育って
います。
　学生は教養・基礎
ゼミで複数シナリオ
の立案技法やキャッ
シュフローマネジメ
ントゲームの基礎を学び、日ようび子ども大学in京山
祭や吉備信用金庫で多くの人と共働できたことで
地域ボランティア活動の重要性とファイナンシャル
プランニングの実践を体験することができました。
　また、参加者は「面白かった」「これからお小遣い
帳をつけたい」との声があり、保護者からも「金銭
管理や購買選択、価値観の基礎知識」を効果的に
学習できた、「子どもたちに理解しやすい能動的
技法」との評価を得ています。
　学生の金融・消費行動の理解や計画・選択・判断
できる能力（ファイナンシャルリテラシー）に一定の
成果も見られ、参加希望者やリピーターも増えて
おり、来年度も引き続き同様の取り組みを行ってい
く計画でいます。� （経営学部 教授 髙林宏一）

Topic 6
　 ようこそ､先輩！
　さいさいきて屋講演会について

2016.7.6
　経営学部商学科は産学官連携センターと共催

Topic 1
■　2016年度 入学宣誓式

2016.4.3
　2016年4月3日（日）本学体育館において入
学宣誓式が挙行されました。本学吹奏楽部による
華やかな演奏が式に彩を添え、井尻学長から入
学の許可が宣言されました（学部、大学院など計
583名）。新入生を代表して、経営学部経営学科
星島梨那さんが学生生活への決意を宣誓し、商
大での新生活がスタートしました。
� （総務企画課）

Topic 2
■　笠岡諸島調査研究について

2016.3.25
　本学は平成27年
8月から翌年3月に
かけて､「平成27
年度　おかやま大
学生中山間地域等
研究・連携促進事
業」という県の補助
金を受け､笠岡諸
島をめぐる観光プラン作成に向けての調査研究
を実施しました。調査は学生延べ15名が参加。北
木島､真鍋島において現地踏査やヒアリングを4
回､インターネットによるアンケートも敢行しました
（有効回答数700）。今回の調査研究では､諸島
の特性を踏まえた上で「地域の課題解決と観光の
融合」という観光プランの方向性を打ち出しまし
た。具体的には､島民の高齢化により維持が困難
となっている観光遊歩道の整備等を､学生や観光
客が一緒になって行おうというものです。なおそ
の内容については､平成28年3月真鍋島ふるさ
とふれあいセンターで､学生たちが島民20人の
前で発表しました。� （経営学部 教授 三好　宏）

Topic 3
■　2016年度 岡山経営者論について

2016.4.25
　今年度も（一社）岡山経済同友会のご協力のも
と、岡山経営者論を開講しています。1996年か
ら20年余も続く本講義は、「アクティブラーニン
グ」という新しい教育形式で講義が行われていま
す。この新しい教育形式では、講師が提示した課
題に対して学生がグループ内で討論し、まとめ、そ
して発表までを行うことで、集団での問題解決能
力や発表力の修得を目的としたものです。
　2016年度前期は、（株）デンショク取締役副
社長・野田令氏、中国電力（株）岡山支社執行役員
支社長・佐藤幸次氏、（株）オーエム・エックス代表
取締役社長・髙畑宗明氏、サントリー酒類（株）岡
山支店支店長・村田良成氏、ライト電業（株）代表
取締役社長・岡本典久氏、ヤンマー農機製造（株）
代表取締役社長・池内導氏にご登壇いただきまし
た。後期では、（株）アイスライン代表取締役会長・
石井秀明氏、木下サーカス（株）代表取締役社長・
木下唯志氏、（公財）岡山県農林漁業担い手育成
財団本部長・増本信行氏，事務局長・黒住繁久氏、

で､平成28年7月
6日講演会を実施
しました。これは､
実際に観光や地
域づくりに携われ
ている方に講義
いただく商学科の
授業「観光振興論
特殊講義」の1回分を､広く学外に公開したもの
です。今回の講師はJA越智今治直販開発部長
の西坂文秀氏。実は､西坂さんは1984年に本
学商学部（当時）を卒業されたOBです。講演は
「直売所による地域農業振興の拠点づくりをめ
ざして」と題し､自身が立ち上げた農産物直売所
を､いかにして面積・売上とも全国有数のそれに
育て上げたかについて語っていただきました。
そのキーワードは地域との共生。地元今治の農
業を活性化させることで地域全体を元気にし､
子供たちに自分たちのまちを誇りに思ってほし
い。その思いを具体化した取り組みでした。学生
たちは､本学の卒業生がこのように地域で頑張
られているのを知って､かなり鼓舞されたようで
した。� （経営学部 教授 三好　宏）

Topic 7
■　JFN学生ラジオCMコンテスト

2016.7.21
　民放FM38局
が加盟する「JFN 
学生ラジオCMコ
ンテスト 2016」
において､岡山商
科大学が中四国
ブロック賞を独占
しました！！　そし
てうち1席は何と全国優秀賞にも輝きました。こ
の快挙を成し遂げたのは､優秀賞が経営学部商
学科1年生の東森郁弥君､ブロック賞が同じく商
学科3年生の澤岻歩希君です。コンテストは､自
分が通う学校のラジオCMのシナリオを､20秒
か40秒で制作するというものです。東森君は桃
太郎を題材に､澤岻君は大学生がマッサージを
受ける場面で商大をPRする内容でした。両作品
は､FMおかやまの制作担当者やプロの声優・ア
ナウンサーによって音入れ､声入れが行われ､優
秀賞は全国ネットで､ブロック賞はその地区で実
際に放送されます。なお､２人のCMはJFN学生
ラジオCMコンテストのホームページ（http://
www2.jfn.co.jp/cmc/index.html）で聞くこ
とができます。� （経営学部 教授 三好宏）

Topic 8
2016年度 第1回学修奨励制度

　学生ミーティング会
2016.6.15

　2016年6月15日（水）、学修奨励制度適用者
（1年生のみ）を対象に「2016年度　第1回学
修奨励制度学生ミーティング会」を開催しました。
法学科10名、経済学科14名、経営学科28名、商
学科15名、計67名の学生が参加しました。
　ミーティング会の目的は、学修奨励制度の適
用を受ける学生に、学業及び課外活動におい
て、商大生の範たる活躍が求められていること
を伝えることにあります。
　井尻学長及び大崎副学長から、「学業におい
ては、奨励制度の適用条件である成績上位１／
４内を必ず維持すること、在学中に宅地建物取
引士、税理士科目などの資格取得を目指すこ
と、フィールドスタディなど実践学習に結びつく
課外活動に積極的に参加すること」など、学生に
対する期待の言葉が述べられました。
　特に、課外活動については「受動的な学びだ
けでなく、自ら動き考え行動できることを目的と
している」との説明があり、会の中で行われたア
ンケートでは、多くの学生から参加したい旨の
回答がありました。
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　今回のミーティング会は、適用者同士の情報交
換の場ともなり、改めて学生がこれからの学生生
活を考える良い機会になるため、今後も継続しま
す。� （社会総合研究所・商大塾）

Topic 9
■　和気町と包括協定を締結しました。

2016.7.29
　2016年7月29
日（金）、本学は、和
気町と包括協定を
締結しました。
　本学では、これま
で県内の自治体と
包括協定を締結し、
学生が地域を実践
教育の場として活動するフィールドスタディや、教
員が積極的に地域と関わり、専門知識の提供や地
域の研究を行うなどの活動を行ってきました。
　和気町では、赤磐市・瀬戸内市と連携した「吉井
川流域DMO」を置き、吉井川流域に点在する観
光資源を一体のものとして、広域周遊ルートの設
定など行うことを計画をされています。地域の観
光資源の連携について、経営学部商学科に観光
コースを持つ本学として、協力することが期待さ
れています。
　大森直徳町長は、「かつて和気町は、吉井川を渡
る高瀬舟により交通の要衝として栄えていた。赤磐
市、瀬戸内市と連携し、吉井川流域の観光産業を活
性化していくことを考えており、岡山商科大学の協
力をお願いしたい。さらには、産業、文化、教育分野
での連携も進めていきたい。」と挨拶されました。
　本学井尻学長は、「本学は、地域連携活動にお
いて多くの実績がある。観光分野で対応できる教
員は複数おり、全面的に協力させていただく。教
育研究の場を提供いただき感謝している。」と応
えました。
　今回の包括協定締結により、連携する自治体は
新庄村、笠岡市、瀬戸内市、岡山市、備前市、津山
市、真庭市、和気町の８市町村となりました。
※DMO…Destination�Management/
Marketing�Organization（観光地域づくりを推
進する専門性の高い組織・機能）
� （産学官連携センター）

Topic10
■　科学研究費助成事業への取り組み

2016.7.29
　科学研究費助成事業（科研費）とは、人文・社会
科学から自然科学まで全ての分野にわたり、研究
者の自由な発想に基づくあらゆる学術研究を発
展させることを目的とする文部科学省および独
立行政法人日本学術振興会の事業です。
　平成２８年度は、本学では以下の研究課題で研
究費の交付を受けています。

� （総務企画課）

Topic11
■　FD・SDの制度化

2016.8.5
　これまではFD（Faculty�Development）�は
教員、SD（Staff��Development）は職員と、構成
員の区分で組織的な研修を行っていました。しか
し、2017年度からFD・SDが義務化され、構成員
は、いずれも教職員とし、研修内容は、FDでは「授
業内容及び方法の改善」、SDでは「教育活動の適
切で、効果的な運営、職員に必要な知識、技能の
習得や能力・資質の向上等」の取組みをするよう
になりました。また、FD・SD活動の年間計画に基
づいて実施すること、更に、教職員は、年間最低1
回以上研修会に出席することも義務付けられまし
た。本学においても、2016年8月5日の自己点
検・評価委員会で2016年度の研修計画を承認
し、8月10日、8月24日に研修会を開催しました。
　私立大学においては、学長のリーダシップと共
に、教職員が大学の動きを周知して教育、研究、
地域貢献活動を行うことが要求をされています。
� （副学長�大﨑紘一）

Topic12
　 二松學舎大学との連携協定に
　基づく著書の出版

2016.7.30
　2015年3月30日に二松學
舎大学との連携協定を締結し、
2014年12月5日に岡山駅前
にイオンが開店することによる
岡山市内の商店街への影響が
新聞紙上で大きなテーマとな
りました。日本の各地に大型店
が建設されようとしています。
また、海外、特に中国においても同様な状況が起
こっています。そこで両大学で「ショッピングモー
ル」をテーマにして、両大学の研究成果をまとめ著
書を出版することとしました。両大学及び関連大
学から研究者と、研究テーマを決め研究を開始し
ました。そして、2016年7月に『ショッピングモー
ルと地域～地域社会と現代文化～』をナカニシヤ
出版から刊行することができました。今後とも、研
究による大学間連携で、成果を著書として出版す
ることに取り組んできます。� （副学長�大﨑紘一）

Topic13
■　キッズビジネスパークin岡山

2016.8.28
　2016年8月28日（日）に、岡山市中区桑野に

ある岡山ふれあいセ
ンターに於いて、小
学生を対象とした
職業体験型イベント
「第3回キッズビジ
ネスパークin岡山」
が開催されました。
本学では、学生をボランティアスタッフとして派
遣する形で協力させていただいておりますが、本
年度は28名の学生が店長として参加しました。
　当事業は、公益社団法人岡山青年会議所など
が主催しており、岡山県内にある44の企業・団体
が店舗ブースを出し、そこで3年生から6年生ま
での児童が職業体験を行うことができるように
なっています。本年度は、昨年を100名上回る
約500名の児童が参加し、かなり規模が拡大さ
れたイベントになりましたが、同じボランティアス
タッフとして派遣された約90名の岡山県立岡山
東商業高等学校の生徒と共に、本学の学生も大
学生としてのリーダーシップを発揮して活躍して
くれました。参加した28名の学生にとって「小学
生に教える」という貴重な体験は、社会に出てか
らも役に立つ財産の一つになったのではないで
しょうか。� （社会総合研究所�海宝賢一郎）

Topic14
■　後援会総会と学科別保護者懇談会

2016.6.25，9.4
　岡山商科大学は本学後援会と共催による行事
を実施しておりますが、2016年度は後援会総会
と２回の学科別保護者懇談会を開催しました。
　6月25日（土）、恒例の後援会総会を開催し、併
せて第1回学科別保護者懇談会を実施しました。
この時期の懇談会は、今回が初めての試みとなり
ます。前期試験の約1か月前、かねてから希望の
あった学科別の懇談会を行い、前期試験に繋がる
ことを目的としました。約100名が参加して、学
科教員との意見交換、情報交換を行い、非常に有
意義な時間を共有することができました。
　9月4日（日）には、第2回学科別保護者懇談会
を開催しました。前回の開催から期間が短かっ
たため、出席者数が心配されましたが、こちらも
100名ほどの出席があり、盛況となりました。前
期定期試験の結果を受けて、後期に向けた意見
の交換や個別面談を行い、前回にもまして熱心な
懇談会となりました。前半には、（株）マイナビから
講師を招いて、就職活動における保護者のあり方
についての「保護者勉強会」も行い、こちらも好
評をいただきました。� （総務企画課）

Topic15
■　2016年度 前期学位記授与式

2016.9.14
　9月14日（水）、前期学位記授与式が本館大
会議室で挙行され、井尻学長から学部5名（法学
科2名、経済学科1名、経営学科2名）、大学院2名
（商学研究科1名、法学研究科1名）に学位記が
授与されました。皆様の今後のご活躍を心からお
祈りいたします。� （総務企画課）

Topic16
■　学内環境美化について
　キャンパスリニューアルに伴い、学内の安全・環
境美化の向上を図り、学生がよりよいキャンパス
ライフを過ごせるよう、構内特定のエリアの自転
車・バイク等乗入禁止および、これまで混在してい
た自転車・バイク等の駐輪場の指定を2016年7
月より行いました。詳細については、教学部学生
課までお問い合わせください。� （学生課）

研究種目・
期間 研究課題 研究者

（所属）
基盤研究（A）
[研究分担者]
H２５～２８

イギリスの公法改革における
普遍性と固有性の相互関係再
編に関する総合的比較法研究

伊藤　治彦
（法学部・
教授）

基盤研究（B）
[研究分担者]
H２５～２８

東南アジアの次世代型成長
メカニズムの萌芽とその政
治経済学的課題

駿河　輝和
（経済学部・
教授）

基盤研究（B）
[研究分担者]
H２５～２８

科学技術政策と産業クラスター
の存続に関する国際比較研究：
企業家再生産と産官学連携

于　琳
（経営学部・
准教授）

基盤研究（B）
[研究分担者]
H２６～２８

配偶子・性腺凍結保存に伴
う「生殖年齢の変化」「商品
化」に関する学際的研究

粟屋　剛
（法学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究代表者]
H２６～２８

アジア移植ツーリズムに関す
る社会調査の実施とそれに
基づくELSI の検討

粟屋　剛
（法学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究代表者]
H２６～２８

ラオス北部における契約栽培
と地方生活の動態的変化

駿河　輝和
（経済学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究代表者]
H２６～２８

学歴と賃金構造の国際比較
三谷　直紀
（経済学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究代表者]
H２６～２８

民主主義理念と次世代市民
の道徳性育成の歴史的展開
と将来像に関する研究

伴　恒信
（経営学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究分担者]
H２６～２８

化学プロセス産業における事
故・災害防止のための変更
管理支援システムの開発

箕輪　弘嗣
（経営学部・
准教授）

基盤研究（C）
[研究代表者]
H２６～２９

商業における老舗の競争優
位に関する地域間比較研究

田村　直樹
（経営学部・
准教授）

基盤研究（C）
[研究代表者]
H２７～２９

価値合理性の復権―とくに新
カント学派の規範概念を中心
に

九鬼　一人
（法学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究分担者]
H２７～２９

中学生の批判的思考力を育
成する社会科授業開発に関
する発達的研究

前田　健一
（経済学部・
教授）

基盤研究（B）
[研究代表者]
H２８～３０

公的大規模データの利用に
おけるプライバシー保護の
理論と応用

佐井　至道
（経済学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究分担者]
H２８～３０

北海道における高齢者の孤
立化に関する発展的研究

粟屋　剛
（法学部・
教授）

基盤研究（C）
[研究分担者]
H２８～３０

高度先端医療の説明義務と
裁量に関する倫理・法・社会
的視点からの複合的研究

粟屋　剛
（法学部・
教授）

若手研究（B）
[研究代表者]
H２８～３０

複数事例の進展統合化グラ
フによる事業所内の潜在的リ
スク可視化システムの開発

箕輪　弘嗣
（経営学部・
准教授）

3
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　私
の
地
元
、
倉
敷
市
児
島
由
加
に
は
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
る

鬼
退
治
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
ア
ク
ラ
王
と
い
う
鬼
が
い
て
、
民

を
苦
し
め
て
い
た
の
を
、
征
夷
大
将
軍
が
退
治
し
た
。
鬼
は
七

十
五
匹
の
狐
と
な
り
、
そ
の
後
は
世
の
中
の
た
め
に
尽
く
し
た

と
い
う
伝
承
で
す
。

　岡
山
と
い
え
ば
、
桃
太
郎
伝
説
の
原
型
と
い
わ
れ
る
吉
備
津

彦
に
よ
る
鬼
退
治
伝
説
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
有
名
で
す
。
が
、

な
ぜ
か
岡
山
は
県
南
に
二
つ
も
鬼
退
治
伝
説
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　そ
の
昔
、児
島
半
島
は
地
続
き
で
は
な
く
、独
立
し
た
島
で
し

た
。
児
島
湾
は
広
く
、
東
西
を
つ
な
い
で
い
る
穴
海
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
穴
海
を
挟
ん
で
北
と
南
、
同
じ
よ
う
な
鬼

退
治
伝
説
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　言
う
ま
で
も
な
く
、
「
鬼
」
と
は
当
時
の
大
和
朝
廷
に
と
っ

て
の
忌
む
べ
き
存
在
、
抵
抗
勢
力
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

吉
備
に
は
そ
の
よ
う
な
勢
力
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
同
じ
一
つ
の
伝
承
が
、
穴
海
の
北
と
南
で
違
っ
た
形
で
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　歴
史
フ
ァ
ン
に
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
題
材
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　実
は
こ
の
二
つ
に
は
、
地
理
的
に
も
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い

一
致
点
が
あ
る
の
で
す
。
二
つ
の
伝
承
に
ま
つ
わ
る
神
社
と
し

て
は
、
吉
備
津
神
社
と
由
加
大
権
現
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
で
見
て
い
た
だ
く
と
は
っ
き
り
し
ま

す
が
、
ど
ち
ら
も
東
経
一
三
三
・
八
五
度
に
あ
り
ま
す
。
ぴ
っ

た
り
同
じ
な
の
で
す
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
や
は
り

古
代
の
権
力
者
が
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
も
の
と
し
て
制
圧
し
て
い
っ

た
民
た
ち
を
鎮
め
る
た
め
に
、
意
図
的
に
こ
の
よ
う
な
配
置
で

神
社
を
建
造
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　今
、
岡
山
の
夏
は
毎
年
、
う
ら
じ
ゃ
で
盛
大
に
踊
り
、
桃
太

郎
ま
つ
り
は
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
彼
ら
の
鎮
魂

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
視
点

江
戸
川
乱
歩
賞
作
家

　石
井
敏
弘

本
学
非
常
勤
講
師（
第
十
七
期
商
学
部
卒
）

「婚活応援のすすめ」 経済学部講師　國光  類
　こんにちは、経済学部の國光です。「社会政策」や「社会保障論」等の専門科目を担当しています。授業では、医療や介護等の高齢化問
題について教える機会が多いのですが、３年生のゼミでは、人口経済学の観点から少子化対策を学習しています。
　先日、婚活による地域活性化に関するフィールド調査として津山市に行ってきました。岡山県の人口は減少傾向にあり、特に未婚化や晩
婚化による出生率の低下の影響が大きいです。津山市をはじめ県内の多くの自治体では、結婚を希望する人が結婚を実現できるような支
援や、夫婦が理想とする数の子供を持てるような支援に取り組んでいます。こうした支援に関して、資料や統計がほとんどないため、学生
と一緒に実態を調べています。
　このテーマを学生に指導するうえで、非常に苦労する点があります。それは、私自身が『未婚』だということ。フィールド調査の話をする
と、公私混同の疑惑をかけられました。また、「結婚応援のためのフォーラム」に参加した際には、既婚者として意見を求められたので適当
なコメントでごまかしてしまいました（フォーラムの方、嘘をついてごめんなさい）。
　ですが、このフォーラムで得たものは大きかったと思います。まず、少子化対策担当大臣と岡山県知事の対談が聞けたこと。それぞれの
意気込みを知ることができました。そして、恋愛カウンセラーの講師による「いまどきの独身者と向き合うときの心得3箇条」は、とても参
考になりました。恋愛テクニックではなくて、婚活支援者としての心得なのですが、興味のある方は質問に来てください。
　これまで婚活に前向きでなかった私ですが、認識が変わりました。結婚を急かすためでも、上から目線の助言でもなく、幸せを願って活
動を続ける人が本当にたくさんいます。こうした人々の善意がすこしでも形になるように、学生と一緒に調査を続けたいと思います。

あ
な
う
み

二
つ
の
鬼
退
治
伝
説

孔子学院便り――端午節交流会開催
　毎年恒例の「端午節交流会」は今年も皆さんの期待の中、
2016年6月9日に開催しました。今回は週末ではなく、中国伝
統祝日の端午節当日に行われました。端午節の交流会は孔子
学院の長年続いている行事で、今年は平日の端午節当日の
開催です。山陽新聞、RSK山陽放送、OHK岡山放送、TSCテレ
ビせとうち、レディオmomoなど、岡山の新聞社、テレビ局、ラ
ジオ局の記者が現場取材を行いました。岡山商科大学学長、
当大学孔子学院理事長井尻昭夫教授も交流会に立ち会いま
した。
　交流会場には大勢の市民の方々も来場されました。その会
場には今回の交流会のために、中国古来の縁起品である“飾
りの粽”“端午節の切り絵”瓢箪形の燈籠“等を中国より取り寄
せ飾り付けることにより、伝統行事の雰囲気を盛り上げること
ができました。
　交流会の進行は、孔子学院院長蒲和重教授の開会挨拶で、

　去る6月26日に開催された湯原温泉露天風呂祭りの式典で、太田昇真庭市長が挨拶をされ
ました。その冒頭で祭りが多くのボランティアによって成り立っていることを強調され、そ
の中でも岡山商科大学の貢献度合いが高いことを強調されました。これまで幾度となく市長
の挨拶をお聞きしました。しかし、岡山商科大学の名前が語られたことは一度もなく、今回
の件は全く予想をしていなかったことでした。
　2011年から本学は湯原温泉郷でフィールドスタディを開講し、露天風呂祭り、はんざき
祭り、キャンドル祭りに積極的にかかわってきました。その役割は巫女役の中心的なもので
あったり、テント張りの会場の設営や舞台の組み立て、そして、トイレの整備や屋台の売り
子であったり、広範囲になっています。
　先に述べた通り、当初、商大に求められていた役割は祭りの飾り役的な存在でした。とこ
ろが、年々、行事の裏方の仕事や地元の担当者に任される内容に変化してきました。いわゆ
る、外部からの助っ人には回ってこない役が、任されるようになってきたのです。
　一般的に、大学が地域社会の行事等に参加するとき、その多くは地域貢献と表現されます。よく考えてみれば、地域貢献とは、大学
が地域の要請を受けて連携して行事にかかわったときの評価なのです。
　その様な事実を踏まえれば、岡山商科大学が湯原温泉郷で地域住民や観光協会と連携しながら行事を積極的に支援してきた結果が、
真庭市長の挨拶で評価された地域貢献なのです。これからも商大生と教職員は地域社会で活動する機会が増えることでしょう。関係者
がそこで忘れてはならないことは、初めに地域連携ありきで、結果が地域貢献であるという事実です。

（経営学部 教授 岸田芳朗）

湯原温泉郷の祭りで商大が果たしてきた役割
― 地域連携から地域貢献へ ―

「日本事情」課外授業 
～「坐禅・茶道」体験と「犬養木堂記念館」見学 

交流会の幕が開きまし
た。黎暁妮副院長はパ
ワーポイントを通じて、
市民に中国端午節の由
来や風俗習慣を紹介しま
した。その後、一般参加
者、留学生達は、孔子学
院の先生、ボランティア、
スタッフと一緒に楽しく
粽作りを体験しました。
　それから、パフォーマ
ンス・アトラクション等も
楽しいものでした。チャ
イナードレスを着た司会
者による進行で、中国人
留学生の民族楽器「葫芦
丝独奏」、中国民族踊り
や、孔子学院受講生の中国語の歌、縁起の五色の糸結び等皆
んなで楽しみ、美味しい手作りの粽をいただきながら、中国の
祝日の雰囲気をたっぷりと味わっていただいたと感じ、とても
名残惜しく幕を閉じました。
　今回の交流会も岡山の一般市民と触れ合い、交流の良い
機会となりました。今後とも市民の声に応え、より良い文化イ
ベントを行い、中国文化の魅力を感じ、親しんでもらいたいで
す。

（孔子学院 副学院長 肖爽）

2016.6.26

2016.6.9

2016.7.2

　７月２日（土）いよいよ日本事情の課外授業の日です。ずぅと
前から楽しみにしていました。期待いっぱい同じ気持ちの中
国、韓国の留学生と引率の先生達４６名の総勢です。朝から暑
い中を、学園バスに乗ってみんな笑顔で犬養木堂記念館へ出
発です。
　記念館の庭先では、当日お世話になる記念館の方、茶道の
先生とボランティアの方、坐禅の先生の皆さんの温かい歓迎
を受けました。　　　　　
　早速、日本木造建物の畳の上で「坐禅体験」です。男の先生
が坐禅の作法、坐禅の知識や効用、人生で大切なことなどを
教えてくれました。二つ折りにした座布団に結跏趺坐、半跏趺
坐という独特のあぐら座りをして、背筋を伸ばし、目を半開き
にして心静かにひたすら呼吸を整えます。やがて２０分もする
と、最初の緊張感も解けて心身がすぅと軽く、研ぎ澄まされた
ような意識状態となり、今までにない心を開放された不思議

な体験をしま
した。途中、姿
勢や気持ちが
乱れると、警
策で肩を叩く
注意を受けま
す。暑い日中
でしたが、坐
禅中は不思議
と暑さを忘れ
ていました。

　次は、会場で特別に工夫して準備してくれた「七夕さま」で
す。日本の伝統的な夏の行事です。用意された五色の短冊に、
自分たちの思い思いの願い事を書いて、青い竹笹に飾りつけ
ると、その願い事がきっと叶うよと茶道の先生が教えてくれま
した。
　坐禅の和室を片付けて茶室となり茶道が始まります。和服
姿の茶道先生の真心を込めたお点前の所作を見ながら、美味
しい和菓子を食べました。その後すぐ作法に従ってお茶碗を
二度少し回して抹茶を頂きました。初めて飲む抹茶でしたが、
甘い和菓子と微妙に調和して独特の苦味を楽しみました。一
期一会のこと、おもてなしの心を学びながら、自分たちでお茶
を点てる貴重な体験もしました。茶道の先生達は私達のため
に額に汗して茶道の作法、精神、心を一生懸命に教えてくれま
した。
　最後は、犬養木堂記念館で館長さんの丁寧な案内と説明で
数々の展示資料を見学しました。木堂の功績や近隣諸国との
交流、当時の激動の歴史も学びました。
　留学生代表がお世話になった皆さんに感謝の気持ちを込
めてお礼の挨拶をしました。皆さんと一緒に写真も撮りまし
た。地元テレビ局の取材もありました。岡山の人達はとても親
切に日本の伝統文化を体験させてくれました。有難うござい
ました。一生の思い出となる貴重な体験を大切にしたいと思
います。

（岡山商科大学「日本事情」受講生　李梓豪・呉広敏・徐イェリ
ン・楽城希） 　
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半
島
は
地
続
き
で
は
な
く
、独
立
し
た
島
で
し

た
。
児
島
湾
は
広
く
、
東
西
を
つ
な
い
で
い
る
穴
海
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
穴
海
を
挟
ん
で
北
と
南
、
同
じ
よ
う
な
鬼

退
治
伝
説
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　言
う
ま
で
も
な
く
、
「
鬼
」
と
は
当
時
の
大
和
朝
廷
に
と
っ

て
の
忌
む
べ
き
存
在
、
抵
抗
勢
力
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

吉
備
に
は
そ
の
よ
う
な
勢
力
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
同
じ
一
つ
の
伝
承
が
、
穴
海
の
北
と
南
で
違
っ
た
形
で
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　歴
史
フ
ァ
ン
に
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
題
材
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　実
は
こ
の
二
つ
に
は
、
地
理
的
に
も
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い

一
致
点
が
あ
る
の
で
す
。
二
つ
の
伝
承
に
ま
つ
わ
る
神
社
と
し

て
は
、
吉
備
津
神
社
と
由
加
大
権
現
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
で
見
て
い
た
だ
く
と
は
っ
き
り
し
ま

す
が
、
ど
ち
ら
も
東
経
一
三
三
・
八
五
度
に
あ
り
ま
す
。
ぴ
っ

た
り
同
じ
な
の
で
す
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
や
は
り

古
代
の
権
力
者
が
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
も
の
と
し
て
制
圧
し
て
い
っ

た
民
た
ち
を
鎮
め
る
た
め
に
、
意
図
的
に
こ
の
よ
う
な
配
置
で

神
社
を
建
造
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　今
、
岡
山
の
夏
は
毎
年
、
う
ら
じ
ゃ
で
盛
大
に
踊
り
、
桃
太

郎
ま
つ
り
は
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
彼
ら
の
鎮
魂

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
視
点

江
戸
川
乱
歩
賞
作
家

　石
井
敏
弘

本
学
非
常
勤
講
師（
第
十
七
期
商
学
部
卒
）

「婚活応援のすすめ」 経済学部講師　國光  類
　こんにちは、経済学部の國光です。「社会政策」や「社会保障論」等の専門科目を担当しています。授業では、医療や介護等の高齢化問
題について教える機会が多いのですが、３年生のゼミでは、人口経済学の観点から少子化対策を学習しています。
　先日、婚活による地域活性化に関するフィールド調査として津山市に行ってきました。岡山県の人口は減少傾向にあり、特に未婚化や晩
婚化による出生率の低下の影響が大きいです。津山市をはじめ県内の多くの自治体では、結婚を希望する人が結婚を実現できるような支
援や、夫婦が理想とする数の子供を持てるような支援に取り組んでいます。こうした支援に関して、資料や統計がほとんどないため、学生
と一緒に実態を調べています。
　このテーマを学生に指導するうえで、非常に苦労する点があります。それは、私自身が『未婚』だということ。フィールド調査の話をする
と、公私混同の疑惑をかけられました。また、「結婚応援のためのフォーラム」に参加した際には、既婚者として意見を求められたので適当
なコメントでごまかしてしまいました（フォーラムの方、嘘をついてごめんなさい）。
　ですが、このフォーラムで得たものは大きかったと思います。まず、少子化対策担当大臣と岡山県知事の対談が聞けたこと。それぞれの
意気込みを知ることができました。そして、恋愛カウンセラーの講師による「いまどきの独身者と向き合うときの心得3箇条」は、とても参
考になりました。恋愛テクニックではなくて、婚活支援者としての心得なのですが、興味のある方は質問に来てください。
　これまで婚活に前向きでなかった私ですが、認識が変わりました。結婚を急かすためでも、上から目線の助言でもなく、幸せを願って活
動を続ける人が本当にたくさんいます。こうした人々の善意がすこしでも形になるように、学生と一緒に調査を続けたいと思います。

あ
な
う
み

二
つ
の
鬼
退
治
伝
説

孔子学院便り――端午節交流会開催
　毎年恒例の「端午節交流会」は今年も皆さんの期待の中、
2016年6月9日に開催しました。今回は週末ではなく、中国伝
統祝日の端午節当日に行われました。端午節の交流会は孔子
学院の長年続いている行事で、今年は平日の端午節当日の
開催です。山陽新聞、RSK山陽放送、OHK岡山放送、TSCテレ
ビせとうち、レディオmomoなど、岡山の新聞社、テレビ局、ラ
ジオ局の記者が現場取材を行いました。岡山商科大学学長、
当大学孔子学院理事長井尻昭夫教授も交流会に立ち会いま
した。
　交流会場には大勢の市民の方々も来場されました。その会
場には今回の交流会のために、中国古来の縁起品である“飾
りの粽”“端午節の切り絵”瓢箪形の燈籠“等を中国より取り寄
せ飾り付けることにより、伝統行事の雰囲気を盛り上げること
ができました。
　交流会の進行は、孔子学院院長蒲和重教授の開会挨拶で、

　去る6月26日に開催された湯原温泉露天風呂祭りの式典で、太田昇真庭市長が挨拶をされ
ました。その冒頭で祭りが多くのボランティアによって成り立っていることを強調され、そ
の中でも岡山商科大学の貢献度合いが高いことを強調されました。これまで幾度となく市長
の挨拶をお聞きしました。しかし、岡山商科大学の名前が語られたことは一度もなく、今回
の件は全く予想をしていなかったことでした。
　2011年から本学は湯原温泉郷でフィールドスタディを開講し、露天風呂祭り、はんざき
祭り、キャンドル祭りに積極的にかかわってきました。その役割は巫女役の中心的なもので
あったり、テント張りの会場の設営や舞台の組み立て、そして、トイレの整備や屋台の売り
子であったり、広範囲になっています。
　先に述べた通り、当初、商大に求められていた役割は祭りの飾り役的な存在でした。とこ
ろが、年々、行事の裏方の仕事や地元の担当者に任される内容に変化してきました。いわゆ
る、外部からの助っ人には回ってこない役が、任されるようになってきたのです。
　一般的に、大学が地域社会の行事等に参加するとき、その多くは地域貢献と表現されます。よく考えてみれば、地域貢献とは、大学
が地域の要請を受けて連携して行事にかかわったときの評価なのです。
　その様な事実を踏まえれば、岡山商科大学が湯原温泉郷で地域住民や観光協会と連携しながら行事を積極的に支援してきた結果が、
真庭市長の挨拶で評価された地域貢献なのです。これからも商大生と教職員は地域社会で活動する機会が増えることでしょう。関係者
がそこで忘れてはならないことは、初めに地域連携ありきで、結果が地域貢献であるという事実です。

（経営学部 教授 岸田芳朗）

湯原温泉郷の祭りで商大が果たしてきた役割
― 地域連携から地域貢献へ ―

「日本事情」課外授業 
～「坐禅・茶道」体験と「犬養木堂記念館」見学 

交流会の幕が開きまし
た。黎暁妮副院長はパ
ワーポイントを通じて、
市民に中国端午節の由
来や風俗習慣を紹介しま
した。その後、一般参加
者、留学生達は、孔子学
院の先生、ボランティア、
スタッフと一緒に楽しく
粽作りを体験しました。
　それから、パフォーマ
ンス・アトラクション等も
楽しいものでした。チャ
イナードレスを着た司会
者による進行で、中国人
留学生の民族楽器「葫芦
丝独奏」、中国民族踊り
や、孔子学院受講生の中国語の歌、縁起の五色の糸結び等皆
んなで楽しみ、美味しい手作りの粽をいただきながら、中国の
祝日の雰囲気をたっぷりと味わっていただいたと感じ、とても
名残惜しく幕を閉じました。
　今回の交流会も岡山の一般市民と触れ合い、交流の良い
機会となりました。今後とも市民の声に応え、より良い文化イ
ベントを行い、中国文化の魅力を感じ、親しんでもらいたいで
す。

（孔子学院 副学院長 肖爽）

2016.6.26

2016.6.9

2016.7.2

　７月２日（土）いよいよ日本事情の課外授業の日です。ずぅと
前から楽しみにしていました。期待いっぱい同じ気持ちの中
国、韓国の留学生と引率の先生達４６名の総勢です。朝から暑
い中を、学園バスに乗ってみんな笑顔で犬養木堂記念館へ出
発です。
　記念館の庭先では、当日お世話になる記念館の方、茶道の
先生とボランティアの方、坐禅の先生の皆さんの温かい歓迎
を受けました。　　　　　
　早速、日本木造建物の畳の上で「坐禅体験」です。男の先生
が坐禅の作法、坐禅の知識や効用、人生で大切なことなどを
教えてくれました。二つ折りにした座布団に結跏趺坐、半跏趺
坐という独特のあぐら座りをして、背筋を伸ばし、目を半開き
にして心静かにひたすら呼吸を整えます。やがて２０分もする
と、最初の緊張感も解けて心身がすぅと軽く、研ぎ澄まされた
ような意識状態となり、今までにない心を開放された不思議

な体験をしま
した。途中、姿
勢や気持ちが
乱れると、警
策で肩を叩く
注意を受けま
す。暑い日中
でしたが、坐
禅中は不思議
と暑さを忘れ
ていました。

　次は、会場で特別に工夫して準備してくれた「七夕さま」で
す。日本の伝統的な夏の行事です。用意された五色の短冊に、
自分たちの思い思いの願い事を書いて、青い竹笹に飾りつけ
ると、その願い事がきっと叶うよと茶道の先生が教えてくれま
した。
　坐禅の和室を片付けて茶室となり茶道が始まります。和服
姿の茶道先生の真心を込めたお点前の所作を見ながら、美味
しい和菓子を食べました。その後すぐ作法に従ってお茶碗を
二度少し回して抹茶を頂きました。初めて飲む抹茶でしたが、
甘い和菓子と微妙に調和して独特の苦味を楽しみました。一
期一会のこと、おもてなしの心を学びながら、自分たちでお茶
を点てる貴重な体験もしました。茶道の先生達は私達のため
に額に汗して茶道の作法、精神、心を一生懸命に教えてくれま
した。
　最後は、犬養木堂記念館で館長さんの丁寧な案内と説明で
数々の展示資料を見学しました。木堂の功績や近隣諸国との
交流、当時の激動の歴史も学びました。
　留学生代表がお世話になった皆さんに感謝の気持ちを込
めてお礼の挨拶をしました。皆さんと一緒に写真も撮りまし
た。地元テレビ局の取材もありました。岡山の人達はとても親
切に日本の伝統文化を体験させてくれました。有難うござい
ました。一生の思い出となる貴重な体験を大切にしたいと思
います。

（岡山商科大学「日本事情」受講生　李梓豪・呉広敏・徐イェリ
ン・楽城希） 　
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　今年度の大学卒業予定者の就職内定状況は、大変良い。企
業の新卒採用担当者の意見では、「リーマンショックによる
大不況時に新規採用を手控えていた反動として、近年は採用
状況が大変良く、いわば、採用バブルの状況にある」・・との
ことである。
　しかしながら、バブルは所詮バブルなので、いずれ縮小が
始まるであろう。学生諸君には、現在の高水準の採用内定状
況に安心することなく、自分が本当にやりたい仕事は何かを
考え、その夢を実現できる企業を見つけ、全力で就職活動に
チャレンジして欲しい。そして採用が決まったら、それで人生
の目標が達成できたと考えることなく、そこから、真の意味で
のキャリア形成がスタートすることを意識して欲しい。卒業
まではもちろん、就職後においてもキャリア形成に努め、自
己の成長を目指して欲しい。
　社会人となって給料をもらう以上、仕事に対し、責任ある行
動を取らねばならない。そのような心構えと覚悟を、残され
た大学生活の中で学んで欲しい。就職が決まり、それに満足

キャリアセンター便り
して卒業までの時間をノンビリ過ごすのと、「自分の将来の
キャリア形成を夢見て努力を重ねておく」のでは、将来の人
生において大きな差が出てくる。学生の皆さんには、自己の
素晴らしい未来を思い描いて、さらに一層精進を積んで欲し
い。
　近年気になる事案として、「外回りの営業が業務としてあ
るから、あの会社はダメ」、「自宅から通勤できないから、あ
の会社はダメ」・・等々の理由で、簡単に就職内定を辞退する
ケースが発生していることである。
　企業にとって、大卒１人を定年まで（約40年弱）雇用すれ
ば２億円を越えるような賃金支払いが発生する。自分がその
ような金額に値する値打ちがあるのか？・・・と自問してみる
のも大切である。自分の価値を相手に対してアピールするだ
けでなく、自分の価値を評価してくれた企業に対する感謝の
念も大切である。雇用者側、被雇用者側ともにお互いを大切
に思う心があってこそ、企業も従業員も成長していくものと思
う。学生の皆さんには、こうした長期的なスパンで、就職や自
己のキャリア形成を考えて欲しいものである。
　本学卒業生には、いつまでも努力を続け、成長の限界を意
識しないほど大きく羽ばたいて欲しいと願っている。

（キャリアセンター）

就職内定・・そしてその後・・を
どう考えるか！！

資　金　収　支　内　訳　表 事 業 活 動 収 支 内 訳 表

収入の部�
科　　　　目 金　　額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 1,418,583
手 数 料 収 入 19,462
寄 付 金 収 入 16,764
補 助 金 収 入 205,622
資 産 売 却 収 入 22,662
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 68,689
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 71
雑 収 入 42,945
収 入 の 部 合 計 1,794,798

支出の部
科　　　　　目 金　　額

人 件 費 支 出 1,024,876
教 育 研 究 経 費 支 出 436,719
管 理 経 費 支 出 113,091
借 入 金 等 利 息 支 出 772
借 入 金 等 返 済 支 出 10,800
施 設 関 係 支 出 302,475
設 備 関 係 支 出 68,774
支 出 の 部 合 計 1,957,507

教
育
活
動
収
支

科　　　　目 差�����異

収
入

学 生 生 徒 等 納 付 金 1,418,583
手 数 料 19,462
寄 付 金 16,764
経 常 費 等 補 助 金 205,622
付 随 事 業 収 入 68,689
雑 収 入 44,663
教 育 活 動 収 入 計 1,773,783

支
出

人 件 費 1,026,011
教 育 研 究 経 費 578,052
管 理 経 費 144,134
徴 収 不 能 額 等 0
教 育 活 動 支 出 計 1,748,197

教 育 活 動 収 支 差 額 25,586

教
育
活
動
外
収
支

収
入

受 取 利 息・ 配 当 金 71
そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入 8
教 育 活 動 外 収 入 計 79

支
出

借 入 金 等 利 息 772
そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出 0
教 育 活 動 外 支 出 計 772

教 育 活 動 収 支 差 額 △� � � � � �693
経 常 収 支 差 額 24,893

特
別
収
支

収
入

資 産 売 却 差 額 0
そ の 他 の 特 別 収 入 0
特 別 収 入 計 0

支
出

資 産 処 分 差 額 21,406
そ の 他 の 特 別 支 出 0
特 別 支 出 計 21,406

特 別 収 支 差 額 △� � � 21,406
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 3,487
基 本 金 組 入 額 合 計 △� � 312,453
当 年 度 収 支 差 額 △� � 308,966

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 1,773,862
事 業 活 動 支 出 計 1,770,375誌面の都合により千円未満の単位を省略しています。

（単位：千円） （単位：千円）



人事異動

第51回商大祭
　第51回商大祭が10月22日（土）、23日（日）の2日間の日程で開催されます。
　今年のテーマは「�百花斉放　～For�One�Purpose～�」です。
　個々の能力・才能など大学祭という大舞台で自由に発揮し、多くの学生が一丸となって、今年の商大祭を成功させたいという思いを込めてお
ります。
　期間中は、多彩なステージ企画、バラエティに富んだ模擬店の出店、展示等、内容盛り沢山です。
　多数の皆様のご来場をお待ちしております。
　なお、体育館では、１日目は「トークショー」、２日目は「プロコンサート」を開催します。

【出演アーティスト・芸能人】

①トークショー「佐野ひなこ」
　10/22sat，14：00～（有料）

②プロコンサート「BLUE　ENCOUNT」
　10/23sun，11：30～（有料）

③お笑いライブ「流れ星」
　10/23sun，15：30～（無料）

　　　　　　　　　　　　（大学祭実行本部）

ボウリング部 石本美来 NHK杯 優勝・世界ユース選手権 3位入賞
　ボウリング部�石本美来（2年）が、2016年５月20日～22日に開催されたNHK杯第50回全日本選抜ボウリング選手権大会で優勝しまし
た。また、第14回世界ユースボウリング選手権大会（2016年7月24日～8月3日：アメリカ・ネブラスカ州リンカーン）へ日本代表選手
として出場し、見事3位入賞を果たしました。さらに、第24回アジアボウリング選手権大会（2016年9月19日（月）～28日（水）：香
港・）の日本代表選手としても選出されており、今後の活躍が期待されます。

弓道部 第60回西日本学生弓道選手権大会 女子個人・団体 優勝
　第60回西日本学生弓道選手権大会で女子団体（人見早紀・北川真美・廣永杏奈）が優勝し、射道優秀校に選ばれました。女子個人でも人
見早紀（4年）が優勝し、最高的中者賞を獲得しました。また、男子団体も7位入賞するなど、目覚ましい成績を収めました。

7

種別 役職等 氏名 所属 日付
退職 招へい講師 賀　耀明 商学科 8月31日

採用
教授 宮　偉 経済学科

９月１日
招へい講師 王　曼柳 商学科
招へい講師 徐　爽 商学科 ９月１7日

退職

招へい講師 徐　爽 商学科 2月28日
教授 有利隆一 経済学科

３月31日

教授 福田　亘 経済学科
教授 三ッ井光晴 商学科
大学院特任教授 香山忠志 法学研究科
特任教授 馬淵キノエ 商学科
准教授 竹山象三 経済学科
技能員 東　清隆 総務企画課
嘱託職員 井上知恵 教務課

採用

教授 古川澄明 経営学科

4月1日

教授 駿河輝和 経済学科
教授 粟屋　剛 法学科
教授 鳴滝善計 商学科
講師 井尻裕之 経済学科
助教 湯　文 商学科
技能員 大木洋平 総務企画課
嘱託職員（参事） 松田寿雄 入試課
嘱託職員（参事） 安野　修 入試課
嘱託職員 森田敏生 教務課
職託職員 牧　哲也 学生課
嘱託職員 朝原智子 総務企画課

昇任
教授 蒲　和重 商学科
教授 髙林宏一 商学科

種別 役職等 氏名 所属 日付

昇任

准教授 山下賢二 経済学科

4月1日

准教授 海宝賢一郎 商学科
准教授 加藤友佳 法学科
次長 安井　聡 キャリアセンター
次長 筒井彦安 教学部
課長補佐 伍賀千惠 教務課
課長補佐 三浦尚子 総務企画課
課長補佐 大橋俊充 総務企画課
係長 武田晴義 教務課

異動

教授 西　敏明 経営学科
課長補佐 横田純一 キャリアセンター
課長補佐 岡部泰正 入試課
事務職員 韓　壮 キャリアセンター
事務職員 石田和也 図書課

再任

副学長 大﨑紘一 経営学科
大学院長 井尻昭夫 経営学科
学長補佐 岡本輝代志 商学科
教学部長 田中　潔 商学科
図書館長 大﨑紘一 経営学科
産学官連携センター長 大﨑紘一 経営学科
社会総合研究所長 大﨑紘一 経営学科

新任

法学研究科長 伊藤治彦 法学科
商学科長 三好　宏 商学科
キャリアセンター長 佐藤豊信 経済学科
入試部長 蒲　和重 商学科
法学教育センター長 西浦　公 法学科
孔子学院長 蒲　和重 商学科

（総務企画課）

（2015年8月～2016年9月）

佐野ひなこ BLUE　ENCOUNT 流れ星
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  2016年度後期 開催予定

©2016　岡山商科大学

第3回 『学生と投資家のための会社説明会～ヘルスケアのフロンティア～』

2017年度入試日程     

●ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで　E－Mail／kouhou@po.osu.ac.jp

10月4日（火）　＜人の力を信じる経営＞
金井 壽宏　（かない　としひろ）
神戸大学大学院経営学研究科 教授

「私のリーダーシップ研究の旅」

10月5日（水）　＜戦略と技術が時代を創る＞
夏野 剛　（なつの　たけし）
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 特別招聘教授

「変えること、変わることを恐れてはいけない！」

10月11日（火）　＜ミクロとマクロの日本論＞
井上 章一　（いのうえ　しょういち）
国際日本文化研究センター 教授

「京都ぎらいの関西論」

10月17日（月）　＜先の見えない時代の生き方＞
平井 正修　（ひらい　しょうしゅう）
全生庵 第七世住職、日本大学客員教授

「坐禅で作る しなやかな心」

10月27日（木）　＜国のかたちを考える＞
森本 あんり　（もりもと　あんり）
国際基督教大学人文科学デパートメント教授（哲学・宗教学）・学務副学長

「オバマとトランプ：
 反知性主義とアメリカの宿命」

11月1日（火）　＜この人に聞く＞
廣瀬 俊朗　（ひろせ　としあき）
元ラグビー日本代表 主将

「進化を楽しむ」

11月11日（金）　＜人の力を信じる経営＞
松尾 睦　（まつお　まこと）
北海道大学大学院経済学研究科 教授

「マネジャーになる・育てる：
 仕事の作り方、与え方」

11月15日（火）　＜国のかたちを考える＞
小川 和久　（おがわ　かずひさ）
静岡県立大学特任教授、
NPO法人 国際変動研究所理事長、軍事アナリスト

「国際水準から見た日本の危機管理」

11月1８日（金）　＜国のかたちを考える＞
早野 透　（はやの　とおる）
元朝日新聞コラムニスト、桜美林大学名誉教授

「わたしの田中角栄論」

12月2日（金）　＜国のかたちを考える＞
池尾 和人　（いけお　かずひと）
慶應義塾大学経済学部 教授

「異次元緩和と財政ファイナンス」

12月8日（木）　＜先の見えない時代の生き方＞
向谷 実　（むかいや　みのる）
音楽プロデューサー、株式会社音楽館 代表取締役

「好きなことをビジネスに変える
 ～音楽と鉄道がいっぱい～」

12月13日（火）　＜この人に聞く＞
柳家 花緑　（やなぎや　かろく）
落語家

「笑いと感謝、いま大切におもうこと。」

1月12日（木）　＜戦略と技術が時代を創る＞
志賀 俊之　（しが　としゆき）
日産自動車株式会社 取締役副会長

「日産：
 変革を支えるレジリエントオーガニゼーション」

1月17日（火）　＜人の力を信じる経営＞
清水 聰　（しみず　あきら）
慶應義塾大学商学部 教授

「新たな顧客マネジメント
 ～循環型マーケティングの提案～」

1月24日（火）　＜先の見えない時代の生き方＞
田口 佳史　（たぐち　よしふみ）
東洋思想研究家、株式会社イメージプラン 代表取締役社長

「人生は噛みしめるように生きる」

■お問合せ先
●岡山商科大学社会総合研究所
　〒700-8601　岡山市北区津島京町2-10-1
　TEL 086-256-6656（直通）
　TEL 086-252-0642（代表）
●岡山商工会議所　夕学講座担当
　〒700-8556　岡山市北区厚生町3-1-15
　TEL086-232-2260

　　　　　　　（社会総合研究所）

●開催時間　１８：３０～２０：３０（開場１８：　００）
●会　　場　岡山商科大学 地域交流談話室（学生会館2階）
●受 講 料　パスポート券（15回）10,000円
　　　　　　受講券（1回）1,200円

　2014～2015年と岡山商科大学では、「大学祭」恒例の模擬店やライブコンサート等に加え、地元岡山を中心とする上場企業と学生・投資家を結び付けるIR講演会（学生や投資家を
含むあらゆるステークホルダー向け）を開催してきた。
　今年も10月22日（土）10：00～12：30（開催場所：アクティブ・ラーニングルーム）の予定で、第3回のIR講演会を催す。今年はテーマを『ヘルスケアのフロンティア』と題し、地元岡山
はもとより、大阪、神戸からも同テーマに関心を示されたヘルスケア関連企業の創業者や経営トップ（大阪のアンジェスMGの創業者である医学博士・森下竜一先生、地元岡山のカワニシ
ホールディングスの医学博士・前島洋平社長、神戸のカルナバイオサイエンスの薬学博士・吉野公一郎社長）をお招きし、未だに良い治療薬や治療法のないヘルスケアのフロンティア分
野（UMN：アンメット・メディカル・ニーズ）における挑戦的な研究開発動向などをお聴きする。
　学生にとっては、企業トップから直接に会社説明をお聴きすることで、就職に役立つ「IR就活」の機会を得られる。投資家や地元企業のIR担当者にとっても、金融資産形成や会社説明会
の改善に役に立つ機会となる事を期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経営学部 近藤一仁）

Ａ
Ｏ
入
試

□ＡＯ入試　エントリー期間2016年8月1日（月）～2017年2月2日（木）
　AO入試について、詳細はお問い合わせ下さい。

推
薦
入
試

学部 試験区分 選考方法 試験日 試験会場 出願期間 出願方法 合格発表日

法学部
経済学部
経営学部

第１回ＡＯ（専願・浪人可）
詳細は、本学ホームページ「ＡＯ入試のエントリーについてはこちら」をご覧ください。
（第１回～３回の年３回実施。エントリー期間　８月１日（月）～２月２日（木）　【Web受付】第２回ＡＯ（専願・浪人可）

第３回ＡＯ（専願・浪人可）
指定校推薦　前期日程（専願）

面接
10月15日（土） 本学・沖縄 9月12日（月）～10月7日（金）

Web出願
10月21日（金）

指定校推薦　後期日程（専願） 2月24日（金） 本学 2月6日（月）～2月17日（金） 3月3日（金）
専門能力推薦　前期日程（専願）

面接
10月16日（日）

本学
9月12日（月）～10月7日（金）

Web出願
10月21日（金）

専門能力推薦　後期日程（専願） 2月24日（金） 2月6日（月）～2月17日（金） 3月3日（金）

法学部
経済学部
経営学部

一
般
公
募
制
推
薦

（
併
願
・
浪
人
可
）

前期Ａ日程（併願） ①基礎学力テスト（国語　100点）
②調査書（100点） 11月5日（土）

本学・大阪・広島・
福山・松江・高松・
松山・高知・小倉　

10月17日（月）　　
　　～10月28日（金）

Web出願

11月11日（金）
前期Ｂ日程（併願）

①�基礎学力テスト（英語・数学Ⅰ・Ａのうち1科目を
試験当日会場で選択　100点）
②調査書（100点）

11月6日（日）

後期日程（併願）
①�基礎学力テスト（英語、国語、数学Ⅰ・Ａ、小論
文のうち1科目を試験当日会場で選択　100点）
②調査書（100点）

12月10日（土） 本学 11月14日（月）　　
　　～12月2日（金） 12月16日（金）

一
般
入
試

学部 試験区分 選考方法 試験日 試験会場 出願期間 出願方法 合格発表日

法学部
経済学部
経営学部

前期Ａ日程 ①英語（100点）………・
②選択1科目（100点）…

コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、国語総合（現代文のみ）、世界史Ｂ、日本
史Ｂ、現代社会、数学Ⅰ・Ａ、簿記のうち1科目を試験当日会場で選択 2月4日（土） 本学・大阪・広島・

福山・松江・高松・
松山・高知・小倉　

1月6日（金）　
～1月27日（金）

Web出願

2月10日（金）
前期Ｂ日程 選択2科目（200点）…・ コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、国語総合（現代文のみ）、世界史Ｂ、日本

史Ｂ、現代社会、数学Ⅰ・Ａ、簿記のうち2科目を試験当日会場で選択 2月5日（日）

中期日程 選択2科目（200点）…・ コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、国語総合（現代文のみ）、世界史Ｂ、日
本史Ｂ、現代社会、数学Ⅰ・Ａのうち2科目を試験当日会場で選択 2月23日（木） 本学 2月6日（月）

～2月17日（金） 3月3日（金）

後期日程 ①選択1科目（100点）…
②面接

コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、国語総合（現代文のみ）、数学Ⅰ・Ａ、
小論文のうち1科目を試験当日会場で選択 3月9日（木） 本学 2月20日（月）

～3月3日（金） 3月17日（金）

大
学
入
試
セ
ン
タ
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試
験
利
用
入
試

学部 試験区分 入試教科・科目※ 選考方法 試験日 出　願　期　間 出願方法 合格発表日

法学部
経済学部
経営学部

前期日程 国語、地歴・公民（世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経、
倫・政経から第１解答科目）、数学（数Ⅰ、数Ⅰ・数A、数Ⅱ、数Ⅱ・数B、簿・会、情
報、から1科目）、理科（物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から2
科目、又は物理、化学、生物、地学、から第１解答科目）、外国語（英（リス
ニングを除く）、独、仏、中、韓から1科目）から２教科を対象とします。

個別試験は実施しません。高得点
２教科を合否判定に使用します。
（400点満点。大学入試センター試
験での配点が100点の科目は200
点に換算します。）

個別試験は実施しない

1月6日（金）
～1月27日（金）

Web出願

2月10日（金）

中期日程 2月6日（月）
～2月17日（金） 3月3日（金）

後期日程 2月27日（月）
～3月9日（木） 3月17日（金）

※理科において「基礎」を付した科目は、2科目を選択する必要があります。

Web出願受付中!
Point.1　入学願書記入不要です。
　　　　　Point.2　24時間出願・支払い可能。
　　　　　　　　　　Point.3　記入漏れの心配なし！

詳しくは岡山商科大学
のホームページを
ご覧ください。


